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天使の歩廊 ある建
築家をめぐる物語

中村　弦／著
新潮社／出版

依頼者の心に潜む本当
の望みを叶える建築家、

笠井泉二。彼が造る建物は、異世界へと通じ
る扉だった。亡き夫と過ごせる部屋、永遠に
飽きない迷宮のような家、時は明治・大正の
世。建物に足を踏み入れた者はみな、そこで
出逢う優しい奇跡に酔いしれていく。
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壺
、
か
め
の
一
部
が
、
数
点
が
出
土
し
て
い

る
（
現
資
料
室
に
展
示
中
）。
横
穴
式
石
室
墓

は
、
四
世
紀
後
半
（
三
九
〇
年
）
北
部
九
州
で

最
初
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
藤
中
の
も
の
は
、

横
穴
式
石
室
墓
（
石
積
み
の
墓
室
）
と
異
な

り
、
山
の
斜
面
に
大
き
い
横
穴
を
掘
り
込
み

埋
葬
し
て
い
る
。
こ
の
墓
は
そ
の
規
模
か
ら
、

こ
の
地
方
の
小
集
団
の
長お

さ

か
有
力
者
の
家
族

墓
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
副
葬
品
に
つ
い

て
は
こ
こ
に
限
ら
ず
、
現
世
の
も
の
を
黄
泉

よ

み

の
国
に
持
ち
込
み
魂
の
安
泰
を
求
め
た
の

か
、
信
仰
・
儀
礼
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
奈
良
時
代
前
期
で
は
既
に

「
日
本
書
紀
」
が
奏
上
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
伝

来
か
ら
二
〇
〇
年
経
て
い
る
時
代
で
あ
る
。

長
門
で
は
板
持
の
台
地
に
仏
塔
（
長
門
廃
寺
）

が
建
立
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
仏
教
の
折
伏

し
ゃ
く
ぶ
く

と
地
方
権
力
が
交
差
し
た
時
代
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
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20年同時期

成
17
年
か
ら
新
作
講
談
「
金
子
み
す
ゞ
」
を

語
り
始
め
る
。
ま
た
、
声
優
「
麻
上
洋
子
」

と
し
て
活
躍
（『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』
ヒ
ロ
イ

ン
森
雪
、『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』
ガ
ラ
ス
の
ク

レ
ア
等
）。
声
優
人
気
投
票
で
女
性
の
部
３

年
連
続
１
位
を
達
成

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
（
展
示
室
）

●

日
時
　
３
／
14
（土）

15：

00
〜

紙
芝
居
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
３
／
７
・
21
（土）

15：

00
〜

絵
本
を
楽
し
む
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
３
／
19
（木）

10：

30
〜

お
は
な
し
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
３
／
28
（土）

15：

00
〜

と
し
ょ
か
ん
た
ま
ご
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
３
／
27
（金）

10：

30
〜

長
門
読
書
会
（
研
修
室
）

●

日
時
　
３
／
28
（土）

13：

30
〜

よ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
（
ゆ
や
分
館
）

●

日
時
　
３
／
14
・
28
（土）

15：

00
〜

●
資
料
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す

資
料
点
検
の
た
め
、
本
館
は
２
月
23
日
（月）
か

ら
２
月
27
日
（金）
ま
で
、
分
館
は
２
月
16
日
（月）
か

ら
２
月
20
日
（金）
ま
で
休
館
し
ま
す
。

こ
の
期
間
中
は
、
図
書
館
業
務
を
す
べ
て
停

止
い
た
し
ま
す
の
で
、
電
話
等
に
よ
る
資
料
の

お
問
い
合
わ
せ
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
み
す
ゞ
ト
ー
ク
in
な
が
と
開
催

「
一
龍
斎
春
水

い
ち
り
ゅ
う
さ
い
は
る
み

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
」
講
談
と
矢
崎

節
夫
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
館
長
と
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

■
日
時

３
月
８
日
（日）

13：

00
〜

■
場
所

長
門
市
立
図
書
館
　
２
階
視
聴
覚
室

■
定
員

先
着
80
名
　
※
要
事
前
申
し
込
み

■
参
加
費

無
料
　
※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん

■
申
し
込
み
先

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
　
TEL
26
‐
５
１
５
５

長
門
市
立
図
書
館
　
　
TEL
26
‐
５
１
２
３

※
一
龍
斎
春
水
さ
ん
に
つ
い
て

人
間
国
宝
・
一
龍
斎
貞
水

て
い
す
い

氏
の
門
下
生
。
平

３／７（土）13：30～
「トムとジェリー⑳」

（40分）
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東
深
川
藤
中

ふ
ん
じ
ゅ
う

に
あ
る
「
横
穴
墓
群
」
は
、

平
成
八
年
に
丘
陵
西
側
斜
面
の
山
肌
を
削
り

取
る
工
事
の
際
に
発
見
さ
れ
た
。
被
葬
者
が

誰
な
の
か
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
時
代

は
奈
良
時
代
（
七
一
〇
年
〜
七
九
三
年
）
で

あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

墓
群
は
一
号
墓
〜
七
号
墓
ま
で
確
認
さ
れ

て
い
る
が
、
一
号
墓
と
七
号
墓
は
一
部
損
壊

し
て
い
る
も
の
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
っ

た
。
横
穴
墓
（
一
号
墓
）
に
は
数
体
の
女
性
の

火
葬
骨
が
須
惠
器
の
壺
に
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
奈
良
時
代
に
こ
の
地
方
で
火
葬
習
俗
が

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
興
味
深
い
。
歴
史
上

で
は
、
日
本
で
初
め
て
火
葬
が
行
わ
れ
た
の

は
文
武
四
年
（
七
〇
〇
年
）
と
さ
れ
て
い
る
。

七
号
墓
は
、
山
の
斜
面
に
横
穴
が
掘
ら
れ
、

ま
ず
墓
道
が
あ
り
、
次
に
羨
道

せ
ん
ど
う

（
奥
行
き
六

〇
㎝
、
幅
五
三
㎝
、
高
さ
推
定
六
〇
㎝
）
が
あ

り
、
奥
に
玄
室

げ
ん
し
つ

（
奥
行
六
五
㎝
、
幅
七
五
㎝
、

高
さ
は
崩
壊
の
た
め
か
三
八
㎝
）
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
通
常
で
は
こ
の
玄
室
に
遺
体
が

安
置
さ
れ
副
葬
品
を
添
え
る
が
、
こ
こ
に
は

人
骨
が
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
。
当
時
の
葬
送
儀
礼
に
よ
っ
て
他
所
に
再

葬
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

副
葬
品
と
し
て
は
、
須
惠
器
の
盃
、
長
首

上
藤
中
横
穴
墓
群

副葬品の長首壺

新
着
案
内
（
本
館
／
一
部
）

「
悼
む
人
」
天
童
荒
太
、「
Ｃ
Ｃ：

カ
ー
ボ
ン
コ

ピ
ー
」
幸
田
真
音
、「
あ
し
た
吹
く
風
」
あ
さ
の

あ
つ
こ
、「
語
前
語
後
」
安
野
光
雅

ほ
か

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
結
婚
ラ
イ
セ
ン
ス
」
濱
野
成
秋
、「
夕
映
え
天

使
」
浅
田
次
郎
、「
ひ
と
つ
目
女
」
椎
名
誠
、「
い

つ
か
Ｘ
橋
で
」
熊
谷
達
也

ほ
か

磯
釣
り
中
の
転
落
事
故
に
注
意
！

藤中

横穴墓（藤中）

長
門
市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
磯
釣
り
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
り
、
多
く
の
釣
り
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

磯
釣
り
中
に
高
波
に
さ
ら
わ
れ
た
り
、
危
険
な

崖
を
降
り
る
途
中
に
ロ
ー
プ
が
切
れ
て
転
落
し

た
り
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

転
落
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
事
項

●
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
降
り
る
よ
う
な
危
険
な
磯
場

に
は
行
か
な
い

●
単
独
行
動
は
し
な
い

●
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

●
携
帯
電
話
等
の
連
絡
手
段
の
確
保

●
最
新
の
気
象
情
報
の
入
手

販
売
員
を
し
て
い
る
知
人
か
ら
、「
自
分
の

売
り
上
げ
を
上
げ
る
た
め
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
名
義
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ
、
支
払
い

は
知
人
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
と
の
約
束
で
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
た
。
し
ば

ら
く
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
代
金
の
請
求

を
受
け
た
の
で
知
人
に
伝
え
た
が
、
支
払
っ
て
く

れ
な
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

契
約
書
に
サ
イ
ン
し
た
以
上
、
名
義
人
本

人
が
返
済
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
知
人
に
請
求
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

親
し
い
友
人
や
取
引
先
な
ど
か
ら
「
絶
対
迷
惑

は
か
け
な
い
」「
返
済
は
責
任
を
持
っ
て
こ
ち
ら

で
す
る
か
ら
」
な
ど
と
、
契
約
書
へ
の
サ
イ
ン
を

頼
ま
れ
た
と
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
自
分

が
契
約
当
事
者
と
し
て
契
約
に
つ
い
て
の
全
責

任
を
負
う
覚
悟
が
な
い
場
合
に
は
、
絶
対
に
応
じ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
名
義
を
貸
す
と
い
う
こ
と

は
契
約
当
事
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

契
約
の
相
手
方
に
対
し
て
、
名
前
を
貸
し
た
だ
け

と
い
う
言
い
訳
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

友
人
や
知
人
な
ど
、
頼
ま
れ
る
と
断
り
に
く
い

関
係
の
人
か
ら
、「
名
前
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と

依
頼
さ
れ
て
も
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

Ａ Ｑ

名義貸しのトラブル名義貸しのトラブル

３／28（土）13：30～
「ファーブル昆虫記②

アリとオトシブミ」
（40分）


